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ながいもの安定多収には芽出しの湿度管理が大事！
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１．成果の概要

　催芽（芽出し）の時の湿度を100％から80％に変えると、

（１）催芽期間が湿度100％より１～２週間長くなります。

（２）しかし、植付け後の萌芽が早く、揃いも良くなります。

（３）また、大きな減収要因の一つである不萌芽がほぼ無くなり増収します。

（４）作業体系が大きく変わらず、粗収益が高まるので経営メリットが大きくなります。

２．成果内容
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無 小 大豆粒大以上催芽期間がやや長くなる

萌芽性が格段に向上する
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萌芽揃い期：萌芽率80％


